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久
　
米
　
晋
　
平

は
じ
め
に

か
つ
て
論
者
は
、
劉
元
卿
（
字
は
調
父
、
ま
た
は
調
甫
、
旋
宇
と
号
し
、
後
に
瀘
瀟
と
号
す
。
一
五
四
四
～
一
六
〇
九
）
の
著
述
及
び
関
連
資
料
を
収
集
・

整
理
し
た
点
校
本
『
劉
元
卿
集

（
１
）

』
が
「
陽
明
後
學
文
獻
叢
書
」
の
一
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
因
み
、
劉
元
卿
の
生
涯
や
著
述
、
師
説
の

継
承
に
着
目
し
な
が
ら
『
劉
元
卿
集
』
を
紹
介
し
た
（
こ
の
小
論
（
２
）
に
つ
い
て
、
以
下
前
論
と
す
る
）。
そ
の
な
か
で
論
者
は
次
の
よ
う
に
定
義
付
け

し
た
。「

陽
明
後
學
文
獻
叢
書
」
は
王
陽
明
後
学
者
の
著
述
を
集
め
た
叢
書
で
あ
る
か
ら
、
当
然
劉
元
卿
が
現
在
の
研
究
水
準
に
お
い
て
王
陽
明

の
〈
学
〉
を
継
承
す
る
者
と
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

右
文
に
い
う
王
陽
明
の
〈
学
〉
を
継
承
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
陽
明
の
〈
学
〉
に
対
し
て
好
意
的
な
の
か
批
判
的
な
の
か
と
い
っ
た
点
を
検

証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う

（
３
）
。
と
は
い
え
前
論
で
は
、
資
料
紹
介
と
い
う
性
格
上
、
王
陽
明
後
学
者
と
し
て
の
劉
元
卿
に
肉
迫
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、

明
儒
劉
元
卿
の
〈
学
〉
に
つ
い
て
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残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
次
の
三
点
を
挙
げ
た
。
小
論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
改
め
て
掲
出
し
て
み
る
。

①　

王
陽
明
門
下
に
お
け
る
〈
学
〉
の
諸
相
を
考
え
る
時
、
耿
定
向
の
言
葉
に
触
れ
、
今
人
の
自
由
さ
よ
り
も
古
人
の
着
実
さ
に
得
心
し
た

こ
と
は
興
味
深
い
。

②　

黄
宗
羲
に
と
っ
て
、「
江
右
王
門
學
案
」
所
収
の
人
士
、
即
ち
劉
陽
と
劉
元
卿
は
王
陽
明
の
正
統
な
継
承
者

8

8

8

8

8

8

で
あ
っ
た
。

③　
「
古
本
大
學
」
を
採
用
す
る
王
陽
明
の
諸
説
を
継
承
し
つ
つ
も
「
石
經
大
學
」
を
採
用
す
る
耿
定
向
に
従
う
。
こ
の
よ
う
な
劉
元
卿
の

姿
勢
は
、
そ
の
ま
ま
王
陽
明
後
学
者
の
実
態
と
し
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

小
論
で
は
、
右
の
三
点
を
意
識
し
な
が
ら
劉
元
卿
が
志
向
す
る
〈
学
〉
の
特
質
解
明
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
王
陽
明
の
教
説
理
解

や
耿
定
向
（
字
は
在
倫
、
天
臺
先
生
と
称
さ
れ
る
。
一
五
二
四
～
一
五
九
六
）
を
は
じ
め
と
す
る
師
の
影
響
、
と
い
っ
た
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、
明
代

の
儒
学
者
と
し
て
の
劉
元
卿
像
を
素
描
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

一　

伝
記
資
料
に
お
け
る
劉
元
卿
評
価

行
論
上
、
劉
元
卿
の
生
涯

（
４
）

に
つ
い
て
は
省
略
に
従
う
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
伝
記
資
料
に
み
え
る
劉
元
卿
評
価
を
概
観
す
る
。

ま
ず
同
時
代
の
人
士
と
し
て
、
鄒
元
標
（
一
五
五
一
～
一
六
二
四
）
に
よ
る
墓
誌
銘
（『
劉
元
卿
集
』
下
巻
所
収
、「
明
詔
徴
承
德
郎
禮
部
主
客
司
主
事

瀘
瀟
劉
公
墓
誌
銘
」）
を
見
て
お
く
。

公
〔
劉
元
卿
〕
性
は
敏
、
又
た
典
故
を
諳
ん
じ
、
閭
閻
を
裨た

す

く
べ
き
者
有
り
。
聞
け
ば
必
ず
行
ひ
、
行
へ
ば
必
ず
力つ

と

む
。

公
性
敏
、
又
諳
於
典
故
、
有
可
裨
閭
閻
者
。
聞
必
行
、
行
必
力
。
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劉
元
卿
が
故
事
や
来
歴
あ
る
語
句
に
精
通
し
て
い
た

（
５
）

こ
と
や
、そ
の
言
動
が
地
域
社
会
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
、さ
ら
に
「
聞

け
ば
必
ず
行
ひ
、
行
へ
ば
必
ず
力
む
」
と
あ
る
よ
う
に
実
践
重
視
の
姿
勢
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
「
復
禮
、
識
仁
、

中
道
の
諸
書
院
を
修
め
、
徒
を
聚
め
て
学
を
講
ず
。（
修
復
禮
、
識
仁
、
中
道
諸
書
院
、
聚
徒
講
学
。）」（『
劉
元
卿
集
』
下
巻
所
収
、『
吉
安
府
誌
』「
劉
元

卿
傳
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
書
院
の
修
復
や
講
学
活
動
が
挙
げ
ら
れ
る
。
講
学
に
つ
い
て
は
明
儒
に
共
通
す
る
活
動
と
い
え
る

（
６
）
が
、
講
学
の
場

に
あ
っ
て
劉
元
卿
が
ど
の
点
に
力
点
を
置
い
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

ま
た
『
明
史
』
に
は
、「
同
邑
の
劉
陽
を
師
と
し
、
王
守
仁
の
弟
子
な
り
。（
師
同
邑
劉
陽
、
王
守
仁
弟
子
也
。）」（『
明
史
』
巻
二
百
八
十
三   

「
劉

元
卿
傳
」）
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
王
陽
明
の
弟
子
で
あ
る
劉
陽
に
従
学
し
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
て
い
る
。
従
学
に
あ
っ
て
ど
の
点
に
力
点

を
置
い
て
い
た
の
か
と
い
う
観
点
は
、
は
じ
め
に
で
示
し
た
課
題
②
の
解
明
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
耿
定
向
を
は
じ
め
と
す
る
師
の

存
在
が
、
劉
元
卿
の
学
的
基
盤
と
し
て
ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
二　

師
の
存
在
で
扱
う
こ
と
と
し
、

さ
し
あ
た
っ
て
『
吉
安
府
誌
』
所
収
の
「
劉
元
卿
傳
」
に
収
録
さ
れ
る
七
絶
を
見
て
お
く
。

無
欲
恐
非
覚
後
語　
　
　

無
欲　
恐
ら
く
は
覚
り
て
後
の
語
に
非
ず

識
仁
疑
是
夢
中
天　
　
　

識
仁　
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
夢
中
の
天

人
人
自
有
中
和
在　
　
　

人
人　
自
ら
中
和
有
り
て
在
り

何
必
探
求
未
発
前　
　
　

何
ぞ
必
ず
し
も
未
発
の
前
を
探
求
せ
ん

右
の
詩
は
耿
定
向
に
従
学
し
た
後
に
詠
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
起
句
に
「
無
欲　
恐
ら
く
は
覚
り
て
後
の
語
に
非
ず
」
と
あ
る
以
上
、
無
欲

と
い
う
状
態
を
ど
の
段
階
で
獲
得
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
か
が
気
に
な
る
。
ま
た
結
句
の
「
何
ぞ
必
ず
し
も
未
発
の
前
を
探
求
せ
ん
」
に
着

目
す
れ
ば
、「
未
発
の
前
」
と
い
う
境
地
を
目
指
し
て
励
む
こ
と
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
等
、
興
味
は
尽
き
な
い
。
何
れ
に
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せ
よ
、
右
の
詩
に
込
め
ら
れ
た
意
図
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
は
じ
め
に
で
示
し
た
課
題
①
の
解
明
、
延
い
て
は
劉
元
卿
の
志
向
す
る
〈
学
〉
を

素
描
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
伝
記
資
料
を
繙
く
と
、〈
学
〉
の
具
体
的
手
法
に
関
す
る
言
及
も
散
見
さ
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
て
み
る
。

其
の
学　
仁
を
求
め
て
術
を
択
ぶ
を
以
て
要
と
為
し
、
四
端
拡
充
す
る
を
以
て
工
と
為
し
、
師
を
尊
び
友
を
取
る
を
以
て
精
神
と
為
す
。

其
学
以
求
仁
択
術
為
要
、
以
四
端
拡
充
為
工
、
以
尊
師
取
友
為
精
神
。（『
劉
元
卿
集
』
下
巻
所
収
、『
蓮
花
廳
志
』「
劉
元
卿
傳
」）

ま
ず
要
点
と
し
て
掲
げ
る
「
求
仁
択
術
」
と
は
、「
求
仁
」
は
『
論
語
』
述
而
篇
第
十
四
章
の
、

冉
有
曰
、
夫
子
為
衛
君
乎
。
子
貢
曰
、
諾
。
吾
将
問
之
。
入
曰
、
伯
夷
叔
齊
何
人
也
。
曰
、
古
之
賢
人
也
。
曰
、
怨
乎
。
曰
、
求
仁
而
得

仁
。
又
何
怨
。
出
曰
、
夫
子
不
為
也
。

「
択
術

（
７
）
」
は
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
第
五
章
の
、

孟
子
曰
、
矢
人
豈
不
仁
於
函
人
哉
。
矢
人
惟
恐
不
傷
人
、
函
人
惟
恐
傷
人
。
巫
匠
亦
然
。
故
術
不
可
不
慎
也
。
孔
子
曰
、
里
仁
為
美
。
択

不
処
仁
、
焉
得
智
。
夫
仁
、
天
之
尊
爵
也
。
人
之
安
宅
也
。
莫
之
禦
而
不
仁
、
是
不
智
也
。
不
仁
不
智
無
礼
無
義
、
人
役
也
。
人
役
而
恥

為
役
、
由
弓
人
而
恥
為
弓
、
矢
人
而
恥
為
矢
也
。
如
恥
之
、
莫
如
為
仁
。
仁
者
如
射
。
射
者
正
己
而
後
発
。
発
而
不
中
、
不
怨
勝
己
者
。

反
求
諸
己
而
已
矣
。

を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
か
で
も
「
択
術
」
に
つ
い
て
は
、
耿
定
向
と
の
間
に
関
連
す
る
や
り
と
り

（
８
）
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。

次
い
で
工
夫
と
し
て
掲
げ
る
「
四
端
拡
充
」
と
は
、『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
第
六
章
の
、

孟
子
曰
、
人
皆
有
不
忍
人
之
心
。
先
王
有
不
忍
人
之
心
、
斯
有
不
忍
人
之
政
矣
。
以
不
忍
人
之
心
、
行
不
忍
人
之
政
、
治
天
下
、
可
運
之
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掌
上
。
所
以
謂
人
皆
有
不
忍
人
之
心
者
、
今
人
乍
見
孺
子
将
入
於
井
、
皆
有
怵
惕
惻
隠
之
心
。
非
所
以
内
交
於
孺
子
之
父
母
也
。
非
所
以

要
誉
於
郷
党
朋
友
也
。
非
悪
其
声
而
然
也
。
由
是
観
之
、
無
惻
隠
之
心
、
非
人
也
。
無
羞
悪
之
心
、
非
人
也
。
無
辞
譲
之
心
、
非
人
也
。

無
是
非
之
心
、
非
人
也
。
惻
隠
之
心
、
仁
之
端
也
。
羞
悪
之
心
、
義
之
端
也
。
辞
譲
之
心
、
礼
之
端
也
。
是
非
之
心
、
智
之
端
也
。
人
之

有
是
四
端
也
、
猶
其
有
四
体
也
。
有
是
四
端
、
而
自
謂
不
能
者
、
自
賊
者
也
。
謂
其
君
不
能
者
、
賊
其
君
者
也
。
凡
有
四
端
於
我
者
、
知

皆
拡
而
充
之
矣
、
若
火
之
始
然
、
泉
之
始
達
。
苟
能
充
之
、
足
以
保
四
海
、
苟
不
充
之
、
不
足
以
事
父
母
。

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、「
四
端
拡
充
」
理
解
に
耿
定
向
の
影
響
が
多
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
指
摘
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

（
９
）

。

さ
ら
に
基
本
的
姿
勢
（
＝
「
精
神
」）
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
尊
師
取
友
」
と
は
、「
尊
師
」
は
『
禮
記
』
學
記
篇
の
、

凡
学
之
道
、
厳
師
為
難
。
師
厳
然
後
道
尊
、
道
尊
然
後
民
知
敬
学
。
是
故
君
之
所
不
臣
於
其
臣
者
二
。
当
其
為
尸
則
弗
臣
也
、
当
其
為
師

則
弗
臣
也
。
大
学
之
礼
、
雖
詔
於
天
子
、
無
北
面
。
所
以
尊
師
也
。

が
想
起
さ
れ
、「
取
友（

（1
（

」
は
『
論
語
』
顔
淵
篇
第
二
十
四
章
の
、

曾
子
曰
、
君
子
以
文
会
友
、
以
友
輔
仁
。

を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
は
じ
め
に
で
示
し
た
課
題
③
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、「
求
仁
択
術
」、「
四
端
拡
充
」、「
尊
師
取
友
」
の
具

体
的
な
在
り
方
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

二　

師
の
存
在

前
論
で
は
、
劉
陽
、
耿
定
向
、
徐
用
檢
を
師
と
し
て
従
学
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た（

（1
（

が
、
こ
こ
で
は
師
の
学
的
姿
勢
を
ど
の
点
に
見
出
し
て
い
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る
の
か
、
従
学
の
順
に
確
認
し
て
い
く
。

隆
慶
三
（
一
五
六
九
）
年
、
二
十
八
歳
の
時
に
劉
陽
に
学
び
、
王
陽
明
の
「
立
志
説
」
と
「
抜
本
塞
源
論
」
を
授
け
ら
れ
た
。
劉
元
卿
に
従

え
ば
、
劉
陽
の
学
的
姿
勢
は
王
陽
明
の
教
説
理
解
に
対
す
る
深
度
重
視
の
証
左
な
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
そ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
の
文
に
見
て

お
き
た
い
。
劉
元
卿
の
自
著
「
江
右
名
賢
編
」
に
収
録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

公
〔
劉
陽
〕
の
学　
良
知
に
本
づ
き
て
、
端
を
躬
行
に
求
む
。
嘗つ

ね

に
学
ぶ
者
の
独
を
言
ひ
幽
を
言
ひ
て
指
す
べ
き
視
る
べ
き
に
忌
む
無
く
、
著

を
言
ひ
察
を
言
ひ
て
未
だ
之
を
行
ひ
之
を
習
ふ
に
及
ば
ざ
る
を
病
む
。
時
に
称
し
て
篤
論
と
為
す
。

公
学
本
良
知
、
而
求
端
於
躬
行
。
嘗
病
学
者
言
独
言
幽
而
無
忌
於
可
指
可
視
、
言
著
言
察
而
未
及
乎
行
之
習
之
。
時
称
為
篤
論
。（『
劉
元
卿
集
』
下
巻
所
収
、

「
江
右
名
賢
編
」
理
學
第
三
「
劉
陽
」）

劉
陽
の
〈
学
〉
は
〈
良
知
〉
に
基
づ
い
た
実
践
重
視
の
も
の
、
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
言
説
上
で
理
解
を
と
ど
め
、
さ
ら
に
実
践
上
で
確

証
す
る
に
至
ら
ぬ
者
を
憂
慮
す
る
姿
勢
を
、
劉
元
卿
は
評
価
し
て
い
る
。
右
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
学
的
姿
勢
は
、
高
遠
な
議
論
に
汲
汲
と
す

る
者
へ
の
対
案
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

次
い
で
、萬
曆
二
（
一
五
七
四
）
年
、三
十
一
歳
の
時
に
は
耿
定
向
の
言
説
に
触
れ
、こ
れ
ま
で
の
自
ら
の
在
り
方
を
振
り
返
っ
た
と
あ
る
（『
劉

元
卿
集
』
下
巻
所
収
、「
劉
徴
君
年
譜
」）。
耿
定
向
の
学
的
姿
勢
に
関
す
る
発
言
と
し
て
、
劉
元
卿
自
ら
宋
明
の
儒
学
者
の
略
歴
と
言
説
を
編
纂
し

た
「
諸
儒
學
案
」
か
ら
「
耿
天
臺
先
生
要
語
序
」
を
引
い
て
み
た
い
。

先
生
〔
耿
定
向
〕
の
徳
は
庸
徳
な
り
。
其
の
言
は
庸
言
な
り
。
学
は
隠
怪
と
為
さ
ず
し
て
、
先
づ
其
の
庸
言
を
行
ふ
、
是
れ
行
ひ
は
言こ

と

を
顧
み

る
と
謂
ふ
。
語
は
玄
僻
に
務
め
ず
し
て
、
謹
ん
で
其
の
庸
徳
を
言
ふ
、
是
れ
言
は
行
ひ
を
顧
み
る
と
謂
ふ
。
此
の
両
者
を
守
り
、
中
道
に

し
て
立
ち
、
高
き
も
玄
に
渉
ら
ず
、
卑
き
も
俗
と
同
じ
く
せ
ず
し
て
、
以
て
後
学
を
待
ち
、
能
者　
之
に
従
ふ
。
斯
れ
則
ち
先
生
の
学
の
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功
な
る
の
み
。

先
生
之
徳
庸
徳
也
。
其
言
庸
言
也
。
学
不
為
隠
怪
、
而
先
行
其
庸
言
、
是
謂
行
顧
言
、
語
不
務
玄
僻
、
而
謹
言
其
庸
徳
、
是
謂
言
顧
行
。
守
此
両
者
、
中
道

而
立
、
高
不
渉
玄
、
卑
不
同
俗
、
以
待
後
学
、
能
者
従
之
。
斯
則
先
生
之
学
功
已
。（『
劉
元
卿
集
』
上
巻
所
収
、「
天
臺
耿
先
生
要
語
序
」）

右
文
で
は
『
中
庸
』
章
句
本
第
十
三
章
の
、

庸
徳
を
之
れ
行
ひ
、
庸
言
を
之
れ
謹
み
、
足
ら
ざ
る
所
有
れ
ば
、
敢
へ
て
勉
め
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
余
り
有
れ
ば
敢
へ
て
尽
く
さ
ず
、
言
は

行
ひ
を
顧
み
、
行
ひ
は
言
を
顧
み
る
、
君
子
胡
ぞ
慥
慥
爾
た
ら
ざ
ら
ん
。

庸
徳
之
行
、
庸
言
之
謹
、
有
所
不
足
、
不
敢
不
勉
、
有
余
不
敢
尽
、
言
顧
行
、
行
顧
言
、
君
子
胡
不
慥
慥
爾
。

に
基
づ
き
、
耿
定
向
の
〈
学
〉
の
特
質
を
「
庸
徳
」（
日
常
な
す
べ
き
徳
）
と
「
庸
言
」（
あ
り
ふ
れ
た
言
葉
）
に
見
出
し
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、

耿
定
向
の
学
的
特
質
と
し
て
「
庸
徳
」
や
「
庸
言
」
が
挙
げ
ら
れ
る（

（1
（

が
、
劉
元
卿
に
従
え
ば
、
耿
定
向
の
実
践
は
『
中
庸
』
の
実
践
に
外
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
萬
曆
三
（
一
五
七
五
）
年
、
三
十
二
歳
の
時
に
は
徐
用
檢
に
学
ん
だ
と
あ
る（

（1
（

。
従
学
当
初
を
物
語
る
一
文
を
引
い
て
み
た
い
。

一
日
、〔
徐
用
檢
〕
先
生
諸
生
に
語
る
、
顔
子
も
亦
た
以
て
発
す
る
に
足
る
。
発
は
生
発
な
り
。
故
に
門
人
日ひ

び

に
親
し
む
と
。
予
〔
劉
元
卿
〕
時
に

豁
然
と
し
て
醒
め
て
曰
は
く
、
生
発
と
は
已
ま
ざ
る
の
性
な
り
。
学
ぶ
に
性
を
尽
く
す
を
求
め
て
先
づ
之
を
窒
げ
ば
、
吾
幾
ど
一
生
を
枉

ぐ
と
。
嗣
い
で
是
れ
先
生
に
請
ふ
有
れ
ば
、
先
生
稍
く
之
に
頷
く
。
…
…
先
生
一
日
と
し
て
友
を
会
せ
ざ
る
無
く
、
一
言
と
し
て
学
を
譚か

た

ら
ざ
る
無
し
。

一
日
、
先
生
語
諸
生
、
顔
子
亦
足
以
発
。
発
生
発
也
。
故
門
人
日
親
。
予
時
豁
然
醒
曰
、
生
発
者
、
不
已
之
性
也
。
学
求
尽
性
而
先
窒
之
、
吾
幾
枉
一
生
矣
。

嗣
是
有
請
於
先
生
、
先
生
稍
頷
之
。
…
…
先
生
無
一
日
不
会
友
、
無
一
言
不
譚
学
。（『
劉
元
卿
集
』
上
巻
所
収
、「
天
命
篇
奉
壽
魯
原
徐
老
師
榮
躋
七
袠
序
」）
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徐
用
檢
は
、
か
の
顔
回
で
さ
え
も
「
生
発
」
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
在
り
方
と
し
て
門
人
同
士
の
切
磋
琢
磨
・
励
み
あ
い
を
挙
げ
て

い
る
。
徐
用
檢
の
教
え
に
触
発
さ
れ
た
劉
元
卿
は
、「
生
発
」
と
は
「
已
ま
ざ
る
の
性
」
の
こ
と
で
あ
り
、〈
学
〉
即
ち
自
ら
の
性
を
尽
く
す
に

あ
た
っ
て
、
こ
の
「
已
ま
ざ
る
の
性
」
を
除
外
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
誤
っ
た
〈
学
〉
に
陥
っ
て
し
ま
う
と
道
破
し
て
い
る
。
劉
元
卿
の
切

実
さ
に
徐
用
檢
も
理
解
を
示
し
た
よ
う
だ
が
、
と
も
あ
れ
右
文
で
は
、〈
学
〉
と
は
「
已
ま
ざ
る
の
性
」
の
発
揮
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
、「
先

生
一
日
と
し
て
友
を
会
せ
ざ
る
無
く
、
一
言
と
し
て
学
を
譚か

た

ら
ざ
る
無
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
講
学
の
場
に
お
け
る
師
友
一
体
の
錬
磨
を
重
視

し
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

劉
陽
は
空
談
に
留
ま
っ
て
実
践
に
向
か
わ
ぬ
者
に
対
し
、
耿
定
向
は
隠
怪
玄
僻
と
い
っ
た
偏
り
に
陥
る
者
に
対
し
、
徐
用
檢
は
「
已
ま
ざ
る

の
性
」
を
尽
く
さ
ぬ
者
に
対
し
て
、
日
常
の
場
を
講
学
の
場
と
し
て
提
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
劉
元
卿
は
劉
陽
、
耿
定
向
、
徐
用
檢
を
師
と
仰
ぎ
、
自
ら
志
向
す
る
〈
学
〉
実
現
の
た
め
に
努
力
し
た
わ
け
だ
っ
た
が
、
師

と
な
っ
た
彼
ら
三
氏
に
共
通
す
る
の
は
、
日
常
の
場
・
講
学
に
あ
っ
て
励
む
と
い
う
姿
勢
と
い
え
る
。

三　
〈
学
〉
に
対
す
る
現
況
認
識

と
こ
ろ
で
、
劉
元
卿
は
〈
学
〉
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
。

朱
子
而
後
、
弊　
訓
詁
詞
章
と
為
る
。
王
文
成
出
で
て
、
之
を
救
ふ
に
抜
本
塞
源
の
一
論
あ
り
。
之
を
読
む
者
、
心
を
痛
ま
ざ
る
無
く
、

肫
肫
乎
と
し
て
仁
人
の
言
な
る
か
な
。
今
天
下
王
氏
の
学
を
談
ず
る
者　
家
に
満
つ
る
も
、
然
れ
ど
も
未
だ
深
く
其
の
仁
を
求
む
る
の
脉

を
研き

は

む
る
者
有
ら
ず
。
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朱
子
而
後
、
弊
為
訓
詁
詞
章
。
王
文
成
出
、
而
救
之
抜
本
塞
源
一
論
。
読
之
者
、
無
不
痛
心
、
肫
肫
乎
仁
人
之
言
哉
。
今
天
下
談
王
氏
之
学
者
満
家
、
然
未

有
深
研
其
求
仁
之
脉
者
。（『
劉
元
卿
集
』
上
巻
所
収
、「
一
氣
説
」）

冒
頭
の
「
朱
子
而
後
、
弊　
訓
詁
詞
章
と
為
る
」
と
は
、
朱
子
後
学
者
の
学
的
姿
勢
を
指
す
常
套
句
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
を
打
破
す
る
も

の
と
し
て
王
陽
明
の
「
抜
本
塞
源
論
」
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、右
文
に
お
い
て
論
者
は
「
今
天
下
王
氏
の
学
を
談
ず
る
者　
家
に
満
つ
る
も
、

然
れ
ど
も
未
だ
深
く
其
の
仁
を
求
む
る
の
脉
を
研
む
る
者
有
ら
ず
」
と
い
う
指
摘
に
力
点
が
あ
る
と
見
た
い
。
即
ち
、
王
陽
明
の
〈
学
〉
を
語

る
者
の
な
か
で
、
し
っ
か
り
と
「
求
仁
（
仁
を
求
む
）」
の
系
譜
を
研
究
し
て
い
る
者
は
い
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。「
求
仁
」
に

つ
い
て
は
、
一　

伝
記
資
料
に
お
け
る
劉
元
卿
評
価
に
お
い
て
〈
学
〉
の
要
点
と
し
て
特
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
劉
元
卿
の
疑

問
は
、
朱
子
や
王
陽
明
出
現
以
後
の
儒
学
者
の
在
り
方
そ
の
も
の
を
問
題
視
す
る
も
の
と
い
え
る
。
当
然
、
劉
元
卿
自
身
も
朱
子
や
王
陽
明
出

現
以
後
の
儒
学
者
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の
も
と
、
次
の
よ
う
に
自
ら
の
在
り
方
を
振
り
返
る
の
で
あ
っ
た
。

蚤あ
さ

莫ば
ん

に
王
氏
傳
習
編
を
観
、
輒
ち
回
視
返
聞
し
て
、
以
て
所
謂
心
体
な
る
者
を
求
む
。
久
し
く
し
て
若
し
注
を
覩
る
有
れ
ば
、
則
ち
心
自

ら
沾
沾
と
し
て
喜
び
、
以
て
道
は
此
に
在
り
と
為
す
。
而
し
て
之
を
一
二
の
前
哲
に
咨
り
、
亦
た
点
首
し
て
曰
は
く
、
是
く
の
ご
と
し
是

く
の
ご
と
し
、
第
だ
間
断
無
き
を
求
む
る
の
み
と
。
不
肖
且
く
之
に
居
り
て
疑
は
ず
。

蚤
莫
観
王
氏
傳
習
編
、
輒
回
視
返
聞
、
以
求
所
謂
心
体
者
。
久
若
有
覩
注
、
則
心
自
沾
沾
喜
、
以
為
道
在
此
。
而
咨
之
一
二
前
哲
、
亦
点
首
曰
、
若
是
若
是
、

第
求
無
間
断
耳
。
不
肖
且
居
之
不
疑
。（『
劉
元
卿
集
』
上
巻
所
収
、「
簡
劉
養
旦
先
生
」
第
二
書
）

冒
頭
の
「
王
氏
傳
習
編
」
と
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
王
陽
明
の
『
傳
習
錄
』
と
理
解
し
て
お
く
。『
傳
習
錄
』
を
読
む
た
び
ご
と
に
、「
回
視
返

聞
」
即
ち
読
み
直
し
聞
き
直
し
を
し
な
が
ら
〈
心
体
〉
な
る
も
の
を
求
め
よ
う
と
し
た
、
と
あ
る
。
こ
の
〈
心
体
〉
と
は
先
ほ
ど
触
れ
た
「
抜

本
塞
源
論
」
に
も
見
え
る
語
で
、
心
の
本
来
性（

（1
（

を
意
味
す
る
。
劉
元
卿
は
〈
心
体
〉
な
る
も
の
に
対
す
る
自
分
な
り
の
理
解
を
、
先
人
の
言
葉
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に
論
拠
を
求
め
な
が
ら
不
断
の
取
り
組
み
に
励
む
こ
と
な
の
だ
と
ひ
と
り
合
点
し
、
疑
う
こ
と
も
な
か
っ
た
と
告
白
し
て
い
る
。
自
ら
の
在
り

方
を
疑
う
こ
と
な
く
実
践
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
次
い
で
後
半
部
分
を
引
く
。

間ま
ま

挙
子
の
藝
を
為
す
に
因
り
て
、
孔
孟
の
語
を
誦
し
、
具
に
典
実
を
明
白
に
す
る
も
、
所
謂
存
守
本
体
、
思
想
惺
惺
な
る
者
に
若
く
は
無

し
。
心
復
た
疑
ふ
こ
と
甚
だ
し
。
乃
ち
北
の
か
た
魯
源
老
師
〔
徐
用
檢
〕
に
随
ひ
、
南
の
か
た
楚
侗
先
生
〔
耿
定
向
〕
に
謁
し
、
所
謂
一
貫
な
る
者

に
即
き
て
之
を
質
す
に
、
具
に
曰
は
く
、
此
れ
只
だ
是
れ
家
常
の
茶
飯
な
り
。
苟
し
く
も
悪
む
所
施
す
勿
け
れ
ば
、
則
ち
上
下
、
前
後
、

左
右
、
処
処
貫
き
得
去
く
、
故
に
忠
恕
の
み
と
曰
ふ
と
。
不
肖
始
め
て
豁
然
と
し
て
省
有
る
が
ご
と
し
。

間
因
為
挙
子
藝
、
誦
孔
孟
語
、
具
明
白
典
実
、
無
若
所
謂
存
守
本
体
、
思
想
惺
惺
者
。
心
復
疑
甚
。
乃
北
随
魯
源
老
師
、
南
謁
楚
侗
先
生
、
即
所
謂
一
貫
者

質
之
、
具
曰
、「
此
只
是
家
常
茶
飯
。
苟
所
悪
勿
施
、
則
上
下
、
前
後
、
左
右
、
処
処
貫
得
去
、
故
曰
忠
恕
而
已
。
不
肖
始
豁
然
若
有
省
。（『
劉
元
卿
集
』

上
巻
所
収
、「
簡
劉
養
旦
先
生
」
第
二
書
）

「
挙
子
の
藝
」
と
は
科
挙
対
策
の
こ
と
。
孔
子
孟
子
の
言
葉
を
暗
誦
し
、
具
体
的
に
そ
の
典
拠
の
解
明
に
励
む
一
方
で
、
こ
の
行
為
は
本
体
を

保
つ
こ
と
や
思
想
が
は
っ
き
り
と
す
る
こ
と
に
は
到
底
及
ば
な
い
と
総
括
し
て
い
る
。「
心
復
た
疑
ふ
こ
と
甚
だ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
再
び

自
身
に
疑
問
が
増
大
し
た
劉
元
卿
は
、
そ
の
解
決
策
を
魯
源
老
師
（
徐
用
檢
）
と
楚
侗
先
生
（
耿
定
向
）
に
求
め
て
い
る
。

右
文
を
見
る
限
り
、「
此
れ
只
だ
是
れ
家
常
の
茶
飯
な
り
。
苟
し
く
も
悪
む
所
施
す
勿
け
れ
ば
、
則
ち
上
下
、
前
後
、
左
右
、
処
処
貫
き
得

去
く
、
故
に
忠
恕
の
み
と
曰
ふ
」
と
い
う
教
え
が
、
徐
用
檢
と
耿
定
向
の
ど
ち
ら
の
も
の
か
判
然
と
し
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
、〈
学
〉
は
日
常

的
な
事
柄
に
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、そ
の
具
体
的
方
途
と
し
て
は
「
悪
む
所
施
す
勿
か
れ
」
と
あ
る
よ
う
に
、自
己
と
他
者
と
を
問
わ
ず
、「
嫌

と
思
う
こ
と
を
し
な
い
」
と
い
う
在
り
方
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
忠
恕
な
の
だ
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
気
付
け
ば
こ
そ
、
劉
元
卿
は

自
ら
〈
学
〉
を
進
展
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
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従
前
の
在
り
方
を
疑
い
、
志
向
す
る
〈
学
〉
を
求
め
た
劉
元
卿
は
、
後
年
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

元
〔
劉
元
卿
〕
即
ち
不
肖
、
尚
ほ
能
く
先
生
〔
徐
用
檢
〕
の
所
謂
生
発
な
る
者
を
黙
識
し
て
之
を
学
び
、
敢
へ
て
耽
虚
溺
寂
し
て
以
て
其
の
荄
を
枯

ら
さ
ず
、
敢
へ
て
揉
情
塞
性
し
て
以
て
其
の
竅
を
窒
が
ず
、
敢
へ
て
削
規
破
矩
し
て
以
て
其
の
妙
を
淆
さ
ず
。
是
れ
則
ち
元
の
先
生
に
報

ゆ
る
所
以
な
り
。

元
即
不
肖
、
尚
能
黙
識
先
生
所
謂
生
発
者
而
学
之
、
不
敢
耽
虚
溺
寂
以
枯
其
荄
、
不
敢
揉
情
塞
性
以
窒
其
竅
、
不
敢
削
規
破
矩
以
淆
其
妙
。
是
則
元
之
所
以

報
先
生
也
。（『
劉
元
卿
集
』
上
巻
所
収
、「
天
命
篇
奉
壽
魯
原
徐
老
師
榮
躋
七
袠
序
」）

先
ほ
ど
二　

師
の
存
在
で
は
、
徐
用
檢
の
学
的
姿
勢
と
し
て
、〈
学
〉
と
「
已
ま
ざ
る
の
性
」
を
結
び
つ
け
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ

の
点
を
想
起
し
な
が
ら
右
文
を
見
る
と
、
所
謂
生
発
な
る
者
、
即
ち
「
已
ま
ざ
る
の
性
」
を
自
身
で
し
っ
か
り
と
理
解
し
、
学
ぶ
こ
と
を
掲
げ

て
い
る
。
そ
の
姿
勢
は
決
し
て
空
談
に
汲
汲
と
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
具
体
的
に
自
ら
を
厳
し
く
戒
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
こ

そ
が
徐
用
檢
の
教
え
の
実
践
な
の
だ
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

劉
元
卿
の
〈
学
〉
の
実
践
を
考
え
る
際
、
如
上
の
姿
勢
は
先
ほ
ど
確
認
し
た
「
今
天
下
王
氏
の
学
を
談
ず
る
者　
家
に
満
つ
る
も
、
然
れ
ど

も
未
だ
深
く
其
の
仁
を
求
む
る
の
脉
を
研
む
る
者
有
ら
ず
」
と
と
も
ど
も
重
要
な
も
の
と
し
て
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

四　
〈
学
〉
と
は

こ
の
よ
う
に
、
劉
元
卿
の
現
状
認
識
は
、
自
己
の
こ
れ
ま
で
の
在
り
方
、
そ
し
て
他
者
の
在
り
方
双
方
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
点
を
意
識
し
な
が
ら
、
劉
元
卿
の
志
向
す
る
〈
学
〉
の
具
体
的
内
容
を
見
て
い
く
。
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（
一
）　

仁
＝
良
知

ま
ず
仁
の
定
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

夫
れ
仁
は
、
即
ち
所
謂
慮
ら
ず
し
て
之
を
知
る
、
良
知
な
り
。
孺
子
の
井
に
入
る
を
見
て
怵お

そ

る
、
豈
に
慮
り
て
後
に
知
ら
ん
や
。
斯
ち
吾

が
性
の
自
ら
已
む
を
容
れ
ざ
る
な
り
。
怵
を
井
に
入
る
に
知
り
て
、
天
下
の
立
た
ず
達
せ
ず
、
顧
ふ
に
秦
越
の
視
る
が
ご
と
く
、
是
れ
尚

ほ
能
く
其
の
類
を
充
た
す
と
為
す
か
。

夫
仁
、
即
所
謂
不
慮
而
知
之
、
良
知
也
。
見
孺
子
入
井
而
怵
、
豈
慮
而
後
知
哉
。
斯
吾
性
之
自
不
容
已
也
。
知
怵
於
入
井
、
而
天
下
之
不
立
不
達
、
顧
若
秦

越
之
視
焉
、
是
尚
為
能
充
其
類
也
乎
。（『
劉
元
卿
集
』
上
巻
所
収
、「
一
氣
説
」）

右
文
は
『
孟
子
』
尽
心
上
篇
第
十
五
章
の
、

孟
子
曰
、
人
之
所
不
学
而
能
者
、
其
良
能
也
。
所
不
慮
而
知
者
、
其
良
知
也
。
孩
提
之
童
、
無
不
知
愛
其
親
者
、
及
其
長
也
。
無
不
知
敬

其
兄
也
。
親
親
、
仁
也
。
敬
長
、
義
也
。
無
他
、
達
之
天
下
也
。

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。『
孟
子
』
当
該
章
に
見
え
る
「
慮
ら
ず
し
て
知
る
所
の
者
は
、其
の
良
知
な
り
」
を
踏
ま
え
な
が
ら
、仁
と
〈
良
知
〉

と
結
び
つ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
幼
い
子
が
井
戸
に
落
ち
そ
う
に
な
っ
て
い
る
場
で
即
座
に
怵
惕
惻
隠
の
心
が
発
露
し
、
即
座
に
手
助
け
す
る

と
い
う
行
為
を
踏
ま
え
て
、
決
し
て
考
え
て
後
に
行
動
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
瞬
間
的
行
為
は
ま
さ
し
く
「
吾
が
性
の
自
ら
已
む

を
容
れ
ざ
る
」
も
の
の
発
露
だ
と
述
べ
て
い
る
。

仁
＝
良
知
＝
「
吾
が
性
の
自
ら
已
む
を
容
れ
ざ
る
も
の
」
と
い
う
如
上
の
理
解
に
は
、
当
然
耿
定
向
の
影
響
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（1
（

。

　
　
　
（
二
）　

会
友

『
孟
子
』
を
媒
介
と
し
て
、
以
上
、
仁
と
〈
良
知
〉
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
次
い
で
、
孔
子
に
関
す
る
言
及
に
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移
る
。人

の
心
の
仁
は
、
一
な
り
。
孔
子　
民
に
学
を
教
ふ
る
よ
り
、
而
し
て
後
の
人
人　
孔
子
と
為
る
べ
き
な
り
。
蓋
し
是
れ
に
由
り
て
心
体
生

生
の
量
始
め
て
究
ま
り
、
其
の
大
な
る
、
位
に
借
り
ず
し
て
顕
は
れ
、
政
に
縁
ら
ず
し
て
敷
か
れ
、
沢
流
れ
て
息
ま
ず
、
火
伝
は
り
て
窮

ま
る
無
く
、
生
民
よ
り
以
来
顧
だ
独
り
孔
子
有
る
の
み
。

人
心
之
仁
、
一
也
。
自
孔
子
教
民
学
、
而
後
人
人
可
為
孔
子
也
。
蓋
由
是
而
心
体
生
生
之
量
始
究
、
其
大
、
不
借
位
而
顕
、
不
縁
政
而
敷
、
沢
流
不
息
、
火

伝
無
窮
、
自
生
民
以
来
顧
独
有
孔
子
。（『
劉
元
卿
集
』
上
巻
所
収
、「
頴
泉
鄒
先
生
七
十
序
」）

人
に
備
わ
る
仁
は
一
個
の
も
の
。
そ
れ
を
孔
子
が
民
に
〈
学
〉
と
し
て
教
導
し
た
こ
と
に
よ
り
、
後
人
は
孔
子
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た

―
こ
の
指
摘
か
ら
は
宋
明
の
儒
学
者
に
共
通
す
る
「
聖
人
学
ん
で
至
る
べ
し
」
と
い
う
意
識（

（1
（

や
、王
陽
明
が
〈
良
知
〉
を
「
個
々

の
人
心
に
仲
尼
有
り
」
と
し
て
個
々
人
に
備
わ
っ
て
い
る
と
述
べ
た
こ
と（

（1
（

が
想
起
さ
れ
る
。
右
文
で
は
続
け
て
「
心
体
生
生
の
量
」
は
各
人
等

し
並
み
に
備
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
質
量
と
も
に
大
な
る
も
の
、
そ
れ
こ
そ
が
孔
子
で
あ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
っ
た
。
続
け
て
、

顔
、
曾
の
ご
と
き
は
則
ち
見
て
之
を
知
り
、
故
に
仁
を
輔
く
る
に
友
を
以
て
し
て
、
門
人
日
に
親
し
む
。
孟
子
の
ご
と
き
は
則
ち
聞
き
て

之
を
知
り
、
故
に
天
下
を
尚
友
し
、
猶
ほ
古
人
に
及
ぶ
が
ご
と
し
。
孟
子
而
来
、
師
友
の
道
喪
は
る
る
も
、
文
成
崛
起
し
、
致
知
の
学
を

倡
へ
、
天
下
雲
合
し
響
応
す
。
軍
旅
の
中
に
在
り
と
雖
も
、
友
を
会
す
る
を
忘
れ
ず
、
居
然
と
し
て
洙
泗
の
宗
な
り
。

若
顔
、
曾
則
見
而
知
之
、
故
輔
仁
以
友
、
而
門
人
日
親
。
若
孟
子
則
聞
而
知
之
、
故
尚
友
天
下
、
猶
及
古
人
。
孟
子
而
来
、
師
友
道
喪
、
文
成
崛
起
、
倡
致

知
之
学
、
天
下
雲
合
響
応
。
雖
在
軍
旅
之
中
、
不
忘
会
友
、
居
然
洙
泗
之
宗
也
。（『
劉
元
卿
集
』
上
巻
所
収
、「
頴
泉
鄒
先
生
七
十
序
」）

と
述
べ
て
い
る
。
孔
子
に
備
わ
る
仁
に
つ
い
て
、
顔
回
や
曾
参
の
場
合
は
実
際
に
「
見
て
之
を
知
る
」
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
仁
の
実
現

の
た
め
に
友
と
交
わ
っ
た
し
、
時
代
は
下
っ
て
孟
子
の
場
合
は
、
孔
子
に
仁
を
「
聞
い
て
知
る
」
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
昔
の
賢
人
を
友
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と
し
て
、
そ
の
様
は
古
人
に
及
ぶ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
、
と
説
明
し
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、「
見
て
之
を
知
る
」「
聞
き
て
之
を

知
る
」
は
『
孟
子
』
尽
心
下
篇
第
三
十
八
章
の
、

孟
子
曰
、
由
堯
舜
至
於
湯
、
五
百
有
余
歳
。
若
禹
皋
陶
、
則
見
而
知
之
、
若
湯
則
聞
而
知
之
。
由
湯
至
於
文
王
、
五
百
有
余
歳
。
若
伊
尹

萊
朱
、
則
見
而
知
之
、
若
文
王
、
則
聞
而
知
之
。
由
文
王
至
於
孔
子
、
五
百
有
余
歳
。
若
太
公
望
散
宜
生
、
則
見
而
知
之
、
若
孔
子
則
聞

而
知
之
。
由
孔
子
而
来
至
於
今
、
百
有
余
歳
。
去
聖
人
之
世
、
若
此
其
未
遠
也
。
近
聖
人
之
居
、
若
此
其
甚
也
。
然
而
無
有
乎
爾
、
則
亦

無
有
乎
爾
。

に
み
え
る
言
葉
で
、
堯
舜
以
来
の
〈
徳
〉
を
聞
き
知
っ
た
と
い
う
系
譜
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
師
友
に
お
け
る
学
び
あ
い
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、
孟
子
以
降
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
が
、
文
成
即
ち
王
陽
明
が
「
致
知
の
学
」
を

唱
え
た
こ
と
に
よ
り
、
活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
劉
元
卿
の
理
解
で
あ
る
。

論
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、王
陽
明
の
在
り
方
を
「
軍
旅
の
中
に
在
り
と
雖
も
、友
を
会
す
る
を
忘
れ
ず
」
と
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。「
友

を
会
す
」
と
は
、
一　

伝
記
資
料
に
お
け
る
劉
元
卿
評
価
で
も
触
れ
た
よ
う
に
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
見
え
る
語
で
、
徐
用
檢
の
学
的
姿
勢
を
評

す
る
時
に
も
使
わ
れ
て
い
た
。
劉
元
卿
と
し
て
み
れ
ば
、
徐
用
檢
は
王
陽
明
の
〈
学
〉
即
ち
師
友
に
お
け
る
学
び
あ
い
の
実
践
者
な
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
劉
元
卿
自
身
も
そ
の
系
譜
に
連
な
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　
（
三
）　
「
簿
書
卽
學
」（
事
上
磨
錬
）

ま
た
、
王
陽
明
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
居
な
が
ら
に
し
て
「
洙
泗
の
宗
」（
孔
子
孟
子
の
道
）
と
い
え
る
総
括
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
劉
元

卿
と
し
て
は
当
然
そ
の
実
践
が
不
可
欠
と
な
る
。

「
軍
旅
の
中
に
在
り
と
雖
も
、
友
を
会
す
る
を
忘
れ
ず
」
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
見
て
み
た
い
。
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陽
明
先
生
曰
は
く
、
凡
そ
学
は
事
を
先
に
し
、
事
を
離
れ
て
学
を
為
す
は
吾
が
格
致
の
旨
に
非
ず
。
即
ち
訴
言
を
聴
く
を
以
て
す
る
に
、

如た
と

へ
ば
其
の
応
対
の
状
無
き
に
因
り
て
悪
と
作
し
、
其
の
言
語
の
円
転
な
る
に
因
り
て
喜
を
生
じ
、
其
の
属
託
に
因
り
て
加
増
し
、
其
の

請
求
に
因
り
て
曲
従
し
、
或
い
は
冗
劇
を
以
て
し
て
怠
り
、
或
い
は
浸
譖
を
以
て
し
て
淆
す
、
皆
私
蔽
な
り
。
惟
だ
良
知
自
ら
之
を
知
り
、

細
や
か
に
自
ら
省
克
し
、
少
し
も
偏
枉
せ
ず
、
方
に
是
れ
致
知
格
物
な
り
。
若
し
事
を
離
れ
て
学
を
為
さ
ば
、
却
て
是
れ
着
空
す
と
。

陽
明
先
生
曰
、
凡
学
先
事
、
離
事
為
学
非
吾
格
致
旨
。
即
以
聴
訴
言
、
如
因
其
応
対
無
状
而
作
悪
、
因
其
言
語
円
転
而
生
喜
、
因
其
属
託
而
加
増
、
因
其
請

求
而
曲
従
、
或
以
冗
劇
而
怠
、
或
以
浸
譖
而
淆
、
皆
私
蔽
也
。
惟
良
知
自
知
之
、
細
自
省
克
、
不
少
偏
枉
、
方
是
致
知
格
物
也
。
若
離
事
為
学
、
却
是
着
空
。

（『
劉
元
卿
集
』
下
巻
所
収
、「
賢
奕
編
」
簿
書
卽
學
）

右
文
は
劉
元
卿
が
編
纂
し
た
「
賢
奕
編
」
と
い
う
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、「
簿
書
卽
學
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
附
さ
れ
て
い
る
。

な
お
右
文
に
類
似
す
る
も
の
が
『
傳
習
錄
』
に
も
収
録
さ
れ
、「
事
上
磨
錬
」
の
話
柄
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

あ
る
人
が
事
務
仕
事
に
追
わ
れ
、〈
学
〉
を
実
践
す
る
暇
が
な
い
と
嘆
い
た
の
を
承
け
た
王
陽
明
は
、〈
学
〉
と
は
ま
ず
自
身
の
眼
前
に
あ
る

事
の
実
践
な
の
で
あ
っ
て
、
事
を
離
れ
て
〈
学
〉
を
実
践
す
る
と
い
う
の
は
、
私
の
い
う
格
物
致
知
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
訴

訟
を
例
に
挙
げ
て
、
応
対
の
仕
方
が
悪
い
か
ら
と
い
っ
て
色
眼
鏡
で
見
た
り
、
心
地
よ
い
言
葉
に
唆
さ
れ
て
感
情
的
に
な
っ
た
り

―
こ
れ
ら

の
行
為
は
す
べ
て
私
弊
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
自
ら
に
備
わ
る
〈
良
知
〉
を
自
覚
し
、〈
良
知
〉
を
根
底
に
す
え
て
眼
前

に
あ
る
事
を
省
察
克
治
す
る
、
そ
し
て
少
し
も
偏
る
こ
と
な
く
曲
げ
る
こ
と
は
な
い
、
こ
れ
こ
そ
が
致
知
格
物
な
の
だ
と
す
る
。
即
ち
「
簿
書

卽
學
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
そ
の
ま
ま
簿
書
＝
〈
学
〉
と
い
う
王
陽
明
の
教
説
を
象
徴
す
る
語
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
賢
奕
編
」
は
、
客
人
と
の
応
対
の
場
で
用
い
る
た
め
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
客
人
と
の
応
対
に
あ
っ
て
、
例
え

ば
囲
碁
を
指
し
な
が
ら
語
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
の
だ
が
、
自
分
は
不
得
手
で
あ
り
、
実
際
客
人
は
私
の
前
で
退
屈
そ
う
に
欠
伸
を
す
る
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始
末
。
そ
れ
な
ら
ば
と
先
人
の
言
行
の
中
か
ら
益
あ
る
語
を
紹
介
し
よ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
に
編
纂
し
た
書
、
そ
れ
が
「
賢
奕
編
」
な
の
で

あ
る（

（2
（

。
因
み
に
「
簿
書
卽
學
」
の
内
容
を
語
ら
れ
た
客
人
の
様
子
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
と
も
あ
れ
劉
元
卿
に
と
っ
て
王
陽
明
は
自
ら
が
求
め
る

〈
学
〉
の
実
践
者
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
在
り
方
自
体
を
実
践
の
具
体
的
手
法
・
教
材
と
し
て
意
識
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
（
四
）　

講
学
に
お
け
る
〈
学
〉

こ
こ
で
、
講
学
の
場
に
あ
っ
て
〈
学
〉
を
ど
の
よ
う
に
説
い
た
の
か
見
て
お
き
た
い
。

　
　
　

・
求
仁

放
心
を
求
む
を
問
ふ
。〔
劉
元
卿
〕
曰
は
く
、
心
を
識
り
、
然
る
後
に
能
く
心
を
求
む
。
雞
犬
を
識
り
、
然
る
後
に
能
く
雞
犬
を
求
む
。
彼
の

昧
き
者
放
心
を
求
む
る
も
、
亦
た
盲
人
の
豚
を
追
放
す
る
が
ご
と
き
の
み
と
。〔
質
問
者
〕
曰
は
く
、
心
は
何
た
る
者
ぞ
や
と
。〔
劉
元
卿
〕
曰
は
く
、

仁
は
、
人
の
心
な
り
と
。〔
質
問
者
〕
曰
は
く
、
仁
は
何
た
る
者
ぞ
や
と
。〔
劉
元
卿
〕
曰
は
く
、
即た

如と

へ
ば
上
章
の
屑
し
と
せ
ず
受
け
ず
は
、
天

下
古
今
の
人
を
合
し
て
皆
然
り
、
是
れ
人
己
同
じ
と
謂
ふ
。
原
よ
り
是
れ
古
今
一
息
と
謂
ふ
、
天
の
我
に
与
ふ
る
者
妙
な
る
か
な
。
仁
な

ら
ん
か
、
不
仁
な
ら
ん
か
、
時
に
礼
義
を
辨
ぜ
ず
し
て
之
を
受
く
る
有
り
、
此
れ
を
之
れ
其
の
本
心
を
失
ふ
と
謂
ひ
、
此
れ
を
之
れ
其
の

心
を
放
し
て
求
む
る
を
知
ら
ず
と
謂
ふ
。
故
に
学
問
は
他
無
し
、
仁
を
求
む
る
の
み
と
。

問
求
放
心
。
曰
、
識
心
、
然
後
能
求
心
。
識
雞
犬
、
然
後
能
求
雞
犬
。
彼
昧
者
求
放
心
、
亦
如
盲
人
之
追
放
豚
已
。
曰
、
心
何
為
者
也
。
曰
、
仁
、
人
心
也
。

曰
、
仁
何
為
者
也
。
曰
、
即
如
上
章
不
屑
不
受
、
合
天
下
古
今
之
人
皆
然
、
是
謂
人
己
同
。
原
是
謂
古
今
一
息
、
天
之
与
我
者
妙
矣
哉
。
仁
乎
、
不
仁
乎
、

有
時
不
辨
礼
義
而
受
之
、
此
之
謂
失
其
本
心
、
此
之
謂
放
其
心
而
不
知
求
。
故
学
問
無
他
、
求
仁
而
已
矣
。（『
劉
元
卿
集
』
中
巻
所
収
、「
復
禮
測
言
」）

心
と
は
何
物
な
の
か
と
い
う
問
に
対
し
て
、「
仁
は
、
人
の
心
な
り
」
と
答
え
て
い
る
。
右
の
問
答
は
冒
頭
に
「
放
心
を
求
む
を
問
ふ
」
と
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あ
る
よ
う
に
、『
孟
子
』
告
子
上
篇
第
十
一
章
、
即
ち

孟
子
曰
、
仁
人
心
也
。
義
人
路
也
。
舎
其
路
而
弗
由
。
放
其
心
而
不
知
求
。
哀
哉
。
人
有
雞
犬
放
、
則
知
求
之
。
有
放
心
而
不
知
求
。
学

問
之
道
無
他
、
求
其
放
心
而
已
矣
。

の
内
容
理
解
を
問
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
劉
元
卿
は
、
孟
子
の
言
葉
を
活
用
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
仁
＝
人
の
心
と
定
義
し
、「
学
問
は
他
無
し
、

仁
を
求
む
る
の
み
」
と
結
論
す
る
。「
求
仁
」
に
つ
い
て
は
、一　

伝
記
資
料
に
お
け
る
劉
元
卿
評
価
で
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
「
仁

を
求
む
」
と
い
う
こ
と
が
〈
学
〉
そ
の
も
の
、
と
い
う
主
張
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

・
心
学

以
上
を
踏
ま
え
て
、
次
の
言
説
に
移
る
。

夫
れ
聖
人
の
学
は
、
心
学
な
り
。
心
体
至
大
、
匹
夫
匹
婦　
須
臾
と
し
て
離
る
べ
か
ら
ず
し
て
、
聖
人
君
子
世
を
没
ふ
る
ま
で
之
に
由
り

て
尽
く
す
無
く
、
之
を
察
し
て
窮
ま
る
無
し
。
是
を
以
て
孔
子
の
子
臣
弟
友
に
於
い
て
、
以
て
未
だ
能
く
せ
ず
と
為
し
て
憤
を
発
し
、
而

し
て
敏
に
し
て
求
め
、
而
し
て
学
び
て
厭
は
ず
。
夫
れ
是
れ
を
之
れ
学
と
謂
ひ
、
夫
れ
是
れ
を
之
れ
眇
微
の
義
と
謂
ふ
。

夫
聖
人
之
学
、
心
学
也
。
心
体
至
大
、
匹
夫
匹
婦
須
臾
不
可
離
、
而
聖
人
君
子
没
世
由
之
而
無
尽
、
察
之
而
無
窮
。
是
以
孔
子
之
於
子
臣
弟
友
、
以
為
未
能

而
発
憤
、
而
敏
求
、
而
学
不
厭
。
夫
是
之
謂
学
、
夫
是
之
謂
眇
微
之
義
。（『
劉
元
卿
集
』
上
巻
所
収
、「
柬
馬
筠
川
丈
」）

「
夫
れ
聖
人
の
学
は
、心
学
な
り
」
と
い
う
定
義
は
、例
え
ば
陽
明
門
下
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、儒
学
と
し
て
目
指
す
べ
き
〈
学
〉

が
心
学
で
あ
る
、
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
れ
を
、「
孔
子
の
子
臣
弟
友
に
於
い
て
、
以
て
未
だ
能
く
せ
ず
と
為
し
て
憤
を
発
し
、

而
し
て
敏
に
し
て
求
め
、
而
し
て
学
び
て
厭
は
ず
」
と
い
う
、
師
弟
一
体
の
場
に
あ
っ
て
、
自
己
完
成
を
目
指
し
て
『
論
語
』
に
み
え
る
「
憤

を
発
し
」（
述
而
篇
第
十
八
章
）、「
敏
に
し
て
求
め
」（
述
而
篇
第
十
九
章
）、「
学
び
て
厭
は
ざ
る
」（
述
而
篇
第
二
章
）
を
実
践
す
る
こ
と
こ
そ
が
〈
学
〉
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の
具
体
的
方
途
な
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　

・
変
化
気
質

こ
の
点
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
及
ん
で
み
た
い
。『
易
』
に
み
え
る
「
無
思
無
為
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
生
知
安
行
、
即
ち
『
中
庸
』

第
二
十
章
に
い
う
、「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
知
り
」、「
安
ん
じ
て
行
う
」
こ
と
が
で
き
る
者
の
境
地
で
あ
っ
て
、
学
ん
で
到
達
で
き
る
も
の

で
は
な
い
、「
無
思
無
為
」
の
境
地
を
求
め
る
と
す
れ
ば
「
気
質
を
変
化
す
る
」
こ
と
が
具
体
的
方
法
と
な
る
、
と
い
う
劉
明
之
の
発
言（

（2
（

を
う
け
、

劉
元
卿
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

余
曰
は
く
、
生
知
は
此
の
無
思
無
為
を
知
る
な
り
、
学
知
は
此
の
無
思
無
為
を
知
る
な
り
、
困
知
は
此
の
無
思
無
為
を
知
る
な
り
。
困
学

は
同
じ
か
ら
ず
と
雖
も
、
其
の
此
の
理
を
識
取
す
れ
ば
則
ち
一
、
故
に
其
の
之
を
知
る
に
及
び
て
は
一
と
曰
ふ
な
り
。
人
一
た
び
す
れ
ば

己
百
た
び
し
、
人
十
た
び
す
れ
ば
己
千
た
び
す
は
、
只た
是
だ
必
ず
此
の
理
を
識
取
せ
ん
と
欲
す
。
故
に
愚
と
雖
も
必
ず
明
、
亦
た
以
て
中

庸
を
択
ぶ
べ
き
な
り
。
柔
と
雖
も
必
ず
強
、
亦
た
以
て
此
の
中
庸
を
固
執
す
べ
き
な
り
。
是
れ
を
之
れ
気
質
を
変
化
す
と
謂
ふ
。
言
ふ
こ

こ
ろ
は
気
質
を
変
化
す
は
殊
な
り
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
無
思
無
為
の
妙
、
愚
夫
愚
婦
と
雖
も
、
孩
提
稍
長
ず
れ
ば
、
具
足
せ
ざ
る
無
く
、

豈
に
終
に
択
び
て
之
を
守
る
べ
か
ら
ざ
ら
ん
や
、
と
な
り
と
。

余
曰
、
生
知
、
知
此
無
思
無
為
也
、
学
知
、
知
此
無
思
無
為
也
、
困
知
、
知
此
無
思
無
為
也
。
困
学
雖
不
同
、
其
識
取
此
理
則
一
、
故
曰
及
其
知
之
一
也
。

人
一
己
百
、
人
十
己
千
、
只
是
必
欲
識
取
此
理
。
故
雖
愚
必
明
、
亦
可
以
択
乎
中
庸
也
。
雖
柔
必
強
、
亦
可
以
固
執
此
中
庸
也
。
是
之
謂
変
化
気
質
。
言
変

化
気
質
雖
殊
、
而
無
思
無
為
之
妙
、
雖
愚
夫
愚
婦
、
孩
提
稍
長
、
無
不
具
足
、
豈
終
不
可
択
而
守
之
乎
。（『
劉
元
卿
集
』
中
巻
所
収
、「
復
禮
會
語
」）

劉
元
卿
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
知
る
者
、
学
ん
で
知
る
者
、
困
し
ん
で
知
る
者
を
問
わ
ず
、「
無
思
無
為
」
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、『
中
庸
』
第
二
十
章
に
み
え
る
「
人
一
た
び
す
れ
ば
己
百
た
び
し
、
人
十
た
び
す
れ
ば
己
千
た
び
す
」
と
い
う
、
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ひ
た
む
き
さ
の
実
践
で
あ
る
。
こ
の
実
践
は
、
生
知
、
学
知
、
困
知
を
問
わ
ず
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
「
気
質
を
変
化

す
」
る
こ
と
な
の
だ
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

如
上
の
主
張
に
承
け
た
劉
明
之
は
、
劉
元
卿
の
主
張
に
従
え
ば
「
修
行
」
不
要
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
問
い
か
け
る（

（2
（

。
対
す
る
劉
元
卿

は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

〔
劉
元
卿
〕
曰
は
く
、
必
ず
行
の
原
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
乃
ち
道
を
修
行
す
る
所
以
の
者
、
須
臾
も
離
る
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
。
若
し
逐
事

検
点
し
て
、
事
無
け
れ
ば
則
ち
離
る
る
も
、
離
る
べ
き
は
道
に
非
ず
。
故
に
行
な
る
者
は
、
其
の
容
に
行
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
行

ふ
な
り
。
故
に
孟
子
は
仁
義
に
由
り
て
行
ふ
と
曰
ひ
、
又
た
吾
が
敬
を
行
ふ
と
曰
ふ
、
故
に
之
を
内
知
と
謂
ひ
、
此
れ
則
ち
往
く
と
し
て

修
行
に
非
ざ
る
は
無
し
と
。

明
之
曰
、
若
是
、
則
所
謂
修
行
者
可
緩
与
。
曰
、
必
明
於
行
之
原
、
乃
知
所
以
修
行
道
也
者
、
不
可
須
臾
離
。
若
逐
事
検
点
、
無
事
則
離
、
可
離
非
道
矣
。

故
行
也
者
、
行
乎
其
所
以
不
容
不
行
。
故
孟
子
曰
由
仁
義
行
、
又
曰
行
吾
敬
、
故
謂
之
内
知
、
此
則
無
往
而
非
修
行
矣
。（『
劉
元
卿
集
』
中
巻
所
収
、「
復

禮
會
語
」）

「
若
し
逐
事
検
点
し
て
、
事
無
け
れ
ば
則
ち
離
る
る
も
、
離
る
べ
き
は
道
に
非
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
逐
事
検
点
」
つ
ま
り
事
ご
と
に
自
己

点
検
す
る
と
い
う
丁
寧
さ
、
ひ
た
む
き
さ
が
根
幹
に
あ
る
。
劉
明
之
は
「
無
思
無
為
」
を
生
知
と
し
、
学
知
や
困
知
も
「
無
思
無
為
」
が
わ
か

っ
て
い
る
と
す
る
と
「
修
行
」
不
要
と
な
る
、
と
み
る
。
こ
れ
に
対
し
て
劉
元
卿
は
、「
行
の
原
」
を
提
起
し
、「
事
」
に
そ
れ
は
あ
る
と
提
唱

す
る
の
で
あ
る
。

王
陽
明
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

君
子
の
学
、
求
む
る
に
気
質
を
変
化
す
る
を
以
て
す
る
の
み
。
気
質
の
変
じ
難
き
者
、
客
気
を
以
て
患
と
為
し
、
人
に
屈
下
す
る
を
肯
ぜ
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ず
、
遂
に
自
ら
是ぜ

と
し
て
自
ら
欺
く
に
至
り
、
非
を
飾
り
て
傲
を
長
じ
、
卒
に
凶
頑
鄙
倍
に
帰
す
。

君
子
之
学
、
求
以
変
化
気
質
爾
。
気
質
之
難
変
者
、
以
客
気
為
患
、
不
肯
屈
下
人
、
遂
至
自
是
自
欺
、
飾
非
長
傲
、
卒
帰
於
凶
頑
鄙
倍
。（『
劉
元
卿
集
』
中

巻
所
収
、「
諸
儒
學
案
」
陽
明
王
先
生
要
語
）

右
文
は
、
数
あ
る
王
陽
明
の
言
説
の
な
か
か
ら
、
劉
元
卿
が
取
捨
選
択
し
て
「
諸
儒
學
案
」
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
君
子
の
〈
学
〉
と

し
て
、「
気
質
を
変
化
す
る
」
こ
と
を
具
体
的
方
途
と
し
な
が
ら
、「
気
質
の
変
じ
難
き
者
」
の
姿
を
示
し
て
い
る
。
古
文
を
見
る
限
り
、
王
陽

明
は
「
気
質
を
変
化
す
」
の
具
体
的
手
法
を
示
し
て
い
な
い
が
、
劉
元
卿
に
従
え
ば
陽
明
の
言
説
と
し
て
の
重
み
は
十
分
意
識
し
て
い
た
と
見

な
し
得
る
。

仁
は
〈
良
知
〉
で
あ
り
、
そ
の
実
践
に
は
師
友
一
体
で
学
び
あ
う
。
ま
た
、〈
学
〉
の
実
践
は
決
し
て
特
殊
な
場
で
は
な
く
し
て
日
常
と
い

う
場
で
行
わ
れ
る
も
の

―
以
上
確
認
し
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
る
時
、
王
陽
明
の
在
り
方
を
着
実
に
実
践
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
劉
元
卿
の
志

向
す
る
〈
学
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

―
志
向
す
る
〈
学
〉
と
は

小
論
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
劉
元
卿
が
志
向
す
る
〈
学
〉
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。「
自
己
を
完
成
さ
せ
た
後
、
他
者
に
及
ぶ
べ
し
」

と
い
う
階
梯
的
な
在
り
方
を
明
確
に
否
定
し
て（

（2
（

、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

夫
れ
天
下
は
皆
己
な
り
、
一
体
な
り
、
…
…
一
気
な
り
。
…
…
己
を
成
す
は
、
我
の
仁
を
成
す
な
り
。
物
を
舎
つ
れ
ば
何
の
用
力
す
る
所

か
あ
ら
ん
。
物
を
成
す
は
、
吾
の
智
を
行
ふ
な
り
。
智
な
ら
ざ
れ
ば
悪
く
ん
ぞ
己
を
成
す
と
為
さ
ん
。
故
に
之
を
教
へ
て
倦
ま
ず
、
即
ち
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之
を
学
び
て
厭
か
ず
。

夫
天
下
皆
己
也
、
一
体
也
、
…
…
一
気
也
、
…
…
成
己
、
成
我
之
仁
也
、
舎
物
何
所
用
力
。
成
物
、
行
吾
之
智
也
、
不
智
悪
為
成
己
。
故
教
之
不
倦
、
即
学

之
不
厭
。（『
劉
元
卿
集
』
上
巻
所
収
、「
一
氣
説
」）

天
下
は
例
外
な
く
己
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
体
・
一
気
で
あ
る
。
自
己
完
成
と
は
自
身
に
備
わ
る
仁
の
実
践
で
あ
っ
て
、
事
物
を
な
い
が
し
ろ

に
し
た
場
に
あ
っ
て
の
実
践
は
あ
り
得
な
い

―
以
上
の
意
識
の
も
と
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
及
ぶ
行
為
と
自
身
に
備
わ
る
智
を
発
揮
す
る
こ
と

と
を
同
一
視
し
て
い
る
。
右
文
に
ひ
か
れ
る
『
論
語
』
述
而
篇
第
二
章
「
子
曰
、
黙
而
識
之
、
学
而
不
厭
、
誨
人
不
倦
、
何
有
於
我
哉
。」
は
、

如
上
の
在
り
方
を
端
的
に
示
し
た
教
え
な
の
で
あ
る
。
劉
元
卿
と
し
て
は
、〈
学
〉
の
実
践
に
あ
っ
て
教
と
学
の
双
方
が
不
可
欠
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
自
己
省
察
や
、
心
や
仁
を
丁
寧
に
定
義
し
て
い
く
さ
ま
、
講
学
の
場
に
お
け
る
説
き
ぶ
り
は
そ
の
実
践
に
外
な
ら

な
い
。要

す
る
に
吾
の
已
む
べ
か
ら
ざ
る
の
心
を
尽
く
す
を
為
す
の
み
。
故
に
曰
は
く
、
大
人
耐よ

く
天
下
を
以
て
一
家
と
為
す
、
之
を
意は

か

る
に
非

ざ
る
な
り
と
。
…
…
孔
子
の
後
に
生
ま
れ
、
孔
子
の
学
を
聞
く
も
、
猶
ほ
孔
子
を
以
て
志
と
為
さ
ず
、
是
れ
誠
に
自
ら
賊
ふ
者
な
り
。

要
為
尽
吾
不
可
已
之
心
耳
。
故
曰
、
大
人
耐
以
天
下
爲
一
家
、
非
意
之
也
。
…
…
生
乎
孔
子
之
後
、
聞
孔
子
之
学
、
而
猶
不
以
孔
子
為
志
、
是
誠
自
賊
者
矣
。

（『
劉
元
卿
集
』
上
巻
所
収
、「
一
氣
説
」）

孔
子
以
来
、
師
友
一
体
で
仁
を
求
め
る
姿
勢
は
、
王
陽
明
、
劉
陽
、
徐
用
檢
、
耿
定
向
に
継
承
さ
れ
て
き
た
と
い
う
自
覚
の
も
と
、
そ
の
実

践
に
励
む
。
こ
れ
こ
そ
が
劉
元
卿
が
志
向
し
た
〈
学
〉
な
の
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
前
論
で
掲
げ
た
課
題
①
、
②
、
③
の
解
答
を
示
し
て
お
き
た
い
。

①　

劉
元
卿
に
と
っ
て
、
耿
定
向
の
存
在
は
不
可
欠
で
あ
る
。
二　

師
の
存
在
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
耿
定
向
の
い
う
「
庸
徳
」（
日
常
な



−92−

す
べ
き
徳
）
や
「
庸
言
」（
あ
り
ふ
れ
た
言
葉
）
の
実
践
は
、
自
ら
の
〈
学
〉
の
根
幹
な
の
で
あ
っ
た
。
一　

伝
記
資
料
に
お
け
る
劉
元
卿

評
価
で
掲
げ
た
七
絶

無
欲
恐
非
覚
後
語　
　
　

無
欲　
恐
ら
く
は
覚
り
て
後
の
語
に
非
ず

識
仁
疑
是
夢
中
天　
　
　

識
仁　
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
夢
中
の
天

人
人
自
有
中
和
在　
　
　

人
人　
自
ら
中
和
有
り
て
在
り

何
必
探
求
未
発
前　
　
　

何
ぞ
必
ず
し
も
未
発
の
前
を
探
求
せ
ん

に
こ
と
寄
せ
れ
ば
、「
未
発
の
前
」
を
探
求
す
る
こ
と
よ
り
も
切
実
な
取
り
組
み
（
＝
「
庸
徳
」「
庸
言
」
の
実
践
）
が
あ
る
は
ず
だ
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

②　

宋
明
の
儒
学
者
の
略
歴
や
言
説
を
材
料
に
編
纂
さ
れ
た
「
諸
儒
學
案
」
に
お
い
て
、「
陽
明
先
生
要
語
」（
王
陽
明
）
と
「
天
臺
耿
先
生

要
語
」（
耿
定
向
）
が
質
量
と
も
に
突
出
し
て
い
る
点
は
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
諸
儒
學
案
」
の
性
格
上
、
黄
宗
羲

『
明
儒
學
案
』
の
先
駆
と
見
な
し
得
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
学
案
」
に
込
め
ら
れ
た
編
纂
者
の
述
作
の
意
図
を
解
明
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い（

（2
（

。

③　

劉
元
卿
に
と
っ
て
、『
孟
子
』
の
言
説
が
〈
学
〉
を
支
え
る
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
と
は
い
え
、『
孟

子
』
を
は
じ
め
と
す
る
経
書
解
釈
の
特
質
に
は
触
れ
得
な
か
っ
た
。
経
書
解
釈
史
と
い
う
視
点
に
よ
る
検
証
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

＊
小
論
は
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
四
日
（
土
）、
二
松
學
舍
大
学
九
段
校
舎
に
て
実
施
さ
れ
た
二
松
學
舍
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
陽
明
学
研
究
セ
ン

タ
ー
主
催
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
陽
明
後
学
研
究
の
現
在
」
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
明
儒
劉
元
卿
の
〈
学
〉
に
つ
い
て
」
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

当
日
、
二
松
學
舍
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
長　
牧
角
悦
子
先
生
、
同
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長　
田
中
正
樹
先
生
、
同
文
学
部
特
別
招
聘
教
授　
市
來
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津
由
彦
先
生
、
東
北
大
学
教
授　
三
浦
秀
一
先
生
、
福
岡
教
育
大
学
教
授　
鶴
成
久
章
先
生
、
東
洋
大
学
名
誉
教
授　
吉
田
公
平
先
生
に
は
貴
重
な
ご
示
教
を
賜

り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
秀
明
大
学
専
任
講
師
）

注（１
）『
劉
元
卿
集
』
は
、
二
〇
一
四
年
四
月
に
上
海
古
籍
出
版
社
よ
り
二
冊
本
と
し
て
出
版
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
五
月
、
同
じ
く
上
海
古
籍
出
版
社
よ
り

三
冊
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
小
論
で
は
三
冊
本
を
用
い
る
。

（
２
）
詳
し
く
は
拙
稿
「『
劉
元
卿
集
』（「
陽
明
後
學
文
獻
叢
書
」）
に
つ
い
て

―
陽
明
学
研
究
室
新
着
図
書
の
紹
介
を
兼
ね
て

―
」（『
陽
明
学
』
第
二
十
六
号
、

二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
陽
明
学
研
究
室
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
質
疑
応
答
の
場
に
お
い
て
、
吉
田
公
平
先
生
よ
り
、「
陽
明
後
学
」
理
解
に
は
王
陽
明
に
批
判
的
な
者
を
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
あ
り
と
の

ご
示
教
を
賜
っ
た
。

（
４
）
劉
元
卿
の
生
涯
に
つ
い
て
、
注
２
前
掲
論
文
に
〈
劉
元
卿
略
年
表
〉
を
収
録
し
、
さ
ら
に
生
涯
を
次
の
三
区
分
し
て
掲
示
し
た
。

　

前
期
（
一
歳
～
三
十
一
歳
）

―
科
挙
及
第
に
向
け
て
励
む
歩
み

　

中
期
（
三
十
一
歳
～
五
十
歳
）

―
科
挙
及
第
を
断
念
し
、
講
学
活
動
や
書
院
建
設
に
励
む
歩
み

　

後
期
（
五
十
歳
～
六
十
六
歳
）

―
官
界
で
の
活
躍
や
著
述
活
動
に
励
む
歩
み

詳
し
く
は
注
２
前
掲
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
質
疑
応
答
の
場
に
お
い
て
、
鶴
成
久
章
先
生
よ
り
、
劉
元
卿
の
生
地
で
あ
る
江
西
省
の
人
士
に
は
『
春
秋
』
に
通
暁
す
る
者
が
多
か
っ
た

と
の
ご
示
教
を
賜
っ
た
。

（
６
）
詳
し
く
は
、
鶴
成
久
章
「
中
国
近
世
の
書
院
と
宋
明
理
学

―
「
講
学
」
と
い
う
学
問
の
か
た
ち
」（
小
南
一
郎
編
『
学
問
の
か
た
ち

―
も
う
一
つ
の
中

国
思
想
史
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年
所
収
）
を
参
照
。

（
７
）「
択
術
」
と
い
う
語
自
体
は
、『
荀
子
』
非
相
篇
に
、

相
人
、
古
之
人
無
有
也
、
学
者
不
道
也
。
古
者
有
姑
布
子
卿
、
今
之
世
梁
有
唐
挙
、
相
人
之
形
状
顔
色
而
知
其
吉
凶
妖
祥
、
世
俗
称
之
。
古
之
人
無
有
也
、

学
者
不
道
也
。
故
相
形
不
如
論
心
、
論
心
不
如
択
術
。
形
不
勝
心
、
心
不
勝
術
。
術
正
而
心
順
之
、
則
形
相
雖
悪
而
心
術
善
、
無
害
為
君
子
也
。
形
相
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雖
善
而
心
術
悪
、
無
害
為
小
人
也
。
君
子
之
謂
吉
、
小
人
之
謂
凶
。
故
長
短
小
大
善
悪
形
相
、
非
吉
凶
也
。
古
之
人
無
有
也
、
学
者
不
道
也
。

と
あ
る
。
な
お
『
荀
子
』
に
み
え
る
「
術
」
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
実
「『
荀
子
』
の
「
術
」
に
つ
い
て
」（『
大
妻
比
較
文
化
』
二
〇
号
、
二
〇
一
八
年
）
を

参
照
。

（
８
）
詳
し
く
は
、「
慎
術
解
贈
鄒
汝
光
」（『
耿
定
向
集
』、
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（
９
）
詳
し
く
は
、
彭
樹
欣
「
編
校
説
明
」（『
劉
元
卿
集
』
上
巻
所
収
）
を
参
照
。

（
10
）「
取
友
」
は
『
禮
記
』
學
記
篇
に
、

古
之
教
者
、
家
有
塾
、
党
有
庠
、
術
有
序
、
国
有
学
。
比
年
入
学
、
中
年
考
校
。
一
年
視
離
経
辨
志
、
三
年
視
敬
業
楽
群
、
五
年
視
博
習
親
師
、
七
年

視
論
学
取
友
、
謂
之
小
成
。
九
年
知
類
通
達
、
強
立
而
不
反
、
謂
之
大
成
。
夫
然
後
足
以
化
民
易
俗
、
近
者
説
服
、
而
遠
者
懐
之
、
此
大
学
之
道
也
。

と
あ
る
ほ
か
、『
孟
子
』
離
婁
下
篇
に
も
み
え
る
語
で
あ
る
。

（
11
）
詳
し
く
は
、
注
２
前
掲
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
）
劉
陽
は
、
劉
元
卿
が
「
其
の
大
な
る
者
」
を
つ
か
み
得
て
い
る
と
し
て
学
的
伸
展
を
認
め
た
が
、
こ
の
評
価
の
根
底
に
は
、
王
陽
明
の
「
抜
本
塞
源
論
」

を
理
解
で
き
れ
ば
、
陽
明
の
言
説
す
べ
て
を
理
解
し
た
と
い
っ
て
よ
い
、
と
い
う
核
心
が
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
注
２
前
掲
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
13
）
例
え
ば
岡
田
武
彦
は
、「
天
台
の
い
う
実
地
の
工
夫
も
、
結
局
日
常
の
言
行
徳
行
に
そ
の
帰
宿
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
彼
が
『
庸
徳
庸
行
』
或
い

は
『
庸
言
庸
行
』
を
掲
げ
て
こ
れ
を
学
の
宗
旨
と
す
る
所
以
で
あ
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
岡
田
武
彦
『
王
陽
明
と
明
末
の
儒
学　

上
』
第

四
章　

現
成
派
の
系
統
（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
・
一
九
七
〇
年
初
出
）
を
参
照
。

（
14
）
乙
亥
受
学
、
元
生
三
問
而
三
不
答
、
衷
殊
困
也
。（
上
巻
所
収
、「
天
命
篇
奉
壽
魯
原
徐
老
師
榮
躋
七
袠
序
」）

（
15
）
詳
し
く
は
、
松
川
健
二
『
Ｍ
Ｙ
古
典　
王
陽
明
の
こ
と
ば
』（
斯
文
会
、
二
〇
〇
五
年
）
一
三
一
～
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
16
）
詳
し
く
は
、
注
13
前
掲
書
を
参
照
。

（
17
）
詳
し
く
は
、
近
藤
正
則
「「
聖
人
學
ん
で
至
る
可
し
」
の
根
底
に
あ
る
も
の
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
四
集
、
日
本
中
国
学
会
、
二
〇
〇
二
年
）
を

参
照
。

（
18
）
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
馮
少
墟
の
王
陽
明
理
解
」（『
大
東
文
化
大
學
漢
學
會
誌
』
第
五
十
八
號
、
大
東
文
化
大
學
漢
學
會
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19
）
詳
し
く
は
、『
傳
習
錄
』
下
巻
第
十
八
条
を
参
照
。

（
20
）
余
性
拙
、
不
暁
博
奕
、
客
至
、
第
相
与
対
坐
。
又
不
善
勧
酒
、
客
或
欠
伸
苦
之
。
因
飽
食
之
暇
、
輯
古
今
人
言
行
可
為
法
戒
者
、
粗
作
区
目
。
客
至
、
焚

香
拭
几
、
取
書
読
一
二
品
、
以
代
奕
棋
云
爾
。
読
者
因
有
所
触
動
、
豈
独
曰
猶
賢
乎
已
。（『
劉
元
卿
集
』
下
巻
所
収
、「
賢
奕
編
序
」）

（
21
）
庚
寅
冬
、
会
諸
士
復
禮
院
中
、
余
与
劉
子
明
之
深
談
無
思
無
為
義
。
明
之
曰
、
此
生
知
安
行
事
、
非
初
学
所
能
学
、
求
以
変
化
気
質
則
止
矣
。（『
劉
元
卿
集
』
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中
巻
所
収
、「
復
禮
會
語
」）

（
22
）
明
之
曰
、
若
是
、
則
所
謂
修
行
可
緩
与
。（
同
右
）

（
23
）
論
者
謂
吾
且
成
己
、
而
後
可
以
成
物
。
則
予
不
以
為
然
。（『
劉
元
卿
集
』
上
巻
所
収
、「
一
氣
説
」）

（
24
）
各
種
「
学
案
」
の
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、
陳
祖
武
『
中
國
學
案
史
』（
文
津
出
版
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
。




